
【パブリックコメント結果】
　答申をもとに市が策定した事業計画（案）に対し、市民の意見を求めるパブリックコメントを実施
期　　　間：平成２６年２月１９日～３月１２日
募集結果：３人から１４件の意見提出
意見内訳：
　整備予定地の選定について２件、施設整備について２件、交流活動・サービス活動について２件、施設の展示
計画について２件　ほか

　

　新記念館は登録博物館に認定をめざすため、展示や事業展開、博物館運営等を含む計画の策定が

必要である。これに資するため、平成２２年度には、「展示計画」、「活動計画」、「施設計画」、「管理運

営計画」について、基本計画において示された基本的な考え方を踏まえつつ、空間規模、予算規模、

運営形態等を検証しながら具体的なイメージを検討するための素案を策定した。

　　　　　建設位置を確定したのち、展示、活動、施設、管理運営の詳細について、基本設計に反映さ

　　　　　せるべく、これらを包含した事業計画を策定する必要がある。

（仮称）芭蕉翁記念館整備に係る経過について
H27.11.6　伊賀市企画振興部文化交流課

　現在の芭蕉翁記念館は昭和34年10月、㈱間組社長神部満之助氏の篤志寄付により建設され、以
来、市民をはじめ全国の研究者や観光客が芭蕉文芸の真髄に触れられる場として利用されているが、
建設から半世紀以上経ち、施設の老朽化、収集保存、展示機能等の諸問題が表面化してきた。しか
し、史跡である現在地での整備が出来ないため、新たな場所で、新たな機能を備えた、地域づくりに資
する新記念館の整備が必要となった。

　

　建設予定地の確定には、新記念館への来館者動線の確保を考える上で史跡上野城跡とを結ぶ歩道

橋の設置が重要な意味を持つ（基本計画第７章「今後の課題」）との考えから、平成２１年度から２３年

度にかけて、文化庁など関係機関との協議を行い、史跡への影響を最小限にする工法の検討などを

行ったが、最終的に上野城跡保存整備指導委員会に諮ったところ、歩道橋の設置は史跡の価値を下

げるものとして容認されない結果となった。

　　　　歩道橋を設置できない場合の建設予定地（桃青中学校跡地）の是非を含め、新ためて再考が

　　　　必要になった。

　
　伊賀市発足後の平成１８年６月に策定された「伊賀市総合計画」では、「松尾芭蕉を核とした地域づく
りの推進」のための拠点施設整備が位置づけられ、改めて新記念館の建設機運が高まる中、平成１９
年１１月に（仮称）新芭蕉翁記念館整備検討委員会（委員長：谷本鋭次氏）を設置し、平成２０年４月９
日に基本構想が市に答申された。これを受けて同年５月には、市の「（仮称）新芭蕉翁記念館基本構
想」を策定した。
　基本構想では、新記念館を市の将来像実現の一翼を担う拠点施設と位置づけ、立地場所は「桃青中
学校」を候補地とし、開館時期を芭蕉翁生誕３７０年に当たる平成２６年が望まれるとした。

　
　「（仮称)新芭蕉翁記念館基本構想」を基に新記念館の整備に関わる基本計画を策定するため、平成
２０年７月に「（仮称）芭蕉翁記念館基本計画検討委員会（委員長：谷本鋭次氏）を設置し、平成２１年

３月３０日に基本計画が市に答申された。これを受けて同年５月に市の「（仮称）芭蕉翁記念館基本計
画」を策定した。基本計画では、基本構想で定める基本理念に基づき、新記念館を伊賀市の文化創造

拠点や市域活性化拠点として位置づけ、立地場所は構想と同じく「市立桃青中学校跡地」とした。

　以後、基本計画に基づき、整備実現に向けた取り組みを進めることとなったが、史跡上野城跡と整備

予定地を結ぶ歩道橋の設置、予定地の用途地域の見直しが必要であるなど解決すべき課題を解消す

る必要があった。

　

　当時の上野市において、「芭蕉翁記念館建設検討委員会（委員長：関田庄司氏）」が設置され、平成

１０年１月２６日に同検討委員会から答申書が提出された。

　しかし、このときは具体的な建設時期や建設場所の結論には至らなかった。

なぜ新記念館が必要か？ 

【（仮称）芭蕉翁記念館事業計画検討委員会での協議開始（Ｈ25】 
  これまでの経緯により、基本計画で示した建設予定地（桃青中学校跡地）の妥当性を含め、新めて候補地を

再考するとともに、当該場所による立地を考慮した展示、活動、運営等を包含した事業計画の内容を検討する

ため、市長の諮問機関として学識経験者や団体の代表者、公募の市民などで構成する（仮称）芭蕉翁記念館

事業計画検討委員会（委員長：藤田真一氏）を設置し、平成２５年２月８日から１２月１９日まで計１１回にわたり

協議を行なった。 その結果、下記の内容で２度にわたって市長に答申を行なった。 

【第１次答申内容（Ｈ25．9．25）】 
答申事項：芭蕉翁記念館の建設候補地の選定に関すること 

  市が所有する建設候補地６ヵ所（成瀬平馬屋敷跡、市役所北庁舎跡、桃青中学校跡、上野郵便局裏駐車

場、上野図書館、上野ふれあいプラザ）について様々な角度から検討を行い、うち３ヶ所（市役所北庁舎跡、桃

青中学校跡、上野図書館）が候補地として望ましい場所であるとの判断をした。ただし、それぞれに関連計画や

付帯設備の整備、周辺の土地利用等、それぞれに課題を有しているが、将来にわたって市民の誇りとなる施設

を目指して、大局的な見地からの最終判断を期待する。 

【第２次答申内容（Ｈ25．12．26）】 
答申事項：事業計画について 

 （仮称）芭蕉翁記念館基本計画の関連事項について確認、検証を行ないながら、現在の芭蕉翁記念館の現

状と課題、将来構想など様々な角度から検討を加えて、事業計画（施設の運営形態、施設の組織形態、施設

の活動計画及び施設の展示計画について）に係る検討結果を適当とし答申する。新記念館が市民等の期待に

応えるとともに、芭蕉翁に関する研究並びに俳文学全般に関する研究の中心的な施設になるように、慎重かつ

積極的な判断を下すことを期待する。 

（仮称）芭蕉翁記念館事業計画検討委員会による候補地の再考と事業計画の検討 

【第２次答申で示された（仮称）芭蕉翁記念館事業計画の概要】 
 （仮称）芭蕉翁記念館事業計画検討委員会で検討・協議いただいた事業計画に対する答申内容（概要） 

 

＜事業計画の考え方＞ 
 “芭蕉翁の作品とその心を通じて、芭蕉文学と俳句文芸の継承・啓発を推進するととも
に、ひと・地域づくりの拠点となる記念館” 
～芭蕉翁の生誕地である伊賀市において、その業績を讃え、かつ顕彰し、芭蕉文学と俳句文芸の一大拠点とし

て後世に継承する記念館を目指す。～ 

                   ●まちなか周遊の拠点化  

                     記念館を発着点として、市内及び周辺の史跡へと人々を誘い、まちなかを周 

                   遊して楽しむという仕組みづくりにより伊賀市全体の活性化を図る。 

                   ●芭蕉文学と俳句文芸の拠点化 

                     芭蕉文学と俳句文芸を継承する事業をいっそう拡充しながら、連句、近現代 

                    俳句、外国語俳句に至るまでの幅広い俳句人口の拡大を図る。 

                   ●生涯学習支援 

                     芭蕉翁及び芭蕉文学と俳句文芸をもって、市民参加の機会を増やす。作句 

                    活動のみならず、ボランティアガイドや学習会、子どもたちの学習サポートなど、  

                    多様なメニューでの生涯学習の活動支援を図る。  

                   ●学校教育連携 

                     子どもたちにわかりやすい記念館の事業を通じて、芭蕉文学と俳句文芸の学

習機会を創出し、子どもの感性の育成を図ると共に、館外での俳句文芸の学習サポートを図る。 
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これまでの経緯 
新記念館建設議論の開始（Ｈ６） 

新記念館基本構想の策定（Ｈ20） 

(仮称）芭蕉翁記念館基本計画の策定（Ｈ21） 

歩道橋設置検討（Ｈ21～23） 

展示活動計画等素案作成（Ｈ22） 


